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№
事業の
種類※

個別目
標
基本施
策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手 協働の形態 協働のきっかけ 区の役割
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相手方の役割分
担

協働・連携の効果・課題 部

1 実施 50①
リサイクル活動団
体への支援

ゴミの排出量を抑制し、リサイク
ルを推進する。

事業の実施

町会自治会
地域団体（協力
団体など）
ボランティア（個
人・団体）

その他（報奨
金及び活動
支援物品の支
給等）

「資源回収実践団体登録
申請書」による申請

機材貸出等
委託料・助成金等

その他
（新宿
区資源
回収活
動支援
実施要
綱で認
められ
た団
体）

紙類、布類、アルミ
缶等の資源を回収
し、回収業者に引
き渡す。

行政で資源回収を行うより、費用
がかからず、効率的に行うことが
できる。

環
境
清
掃
部

2 実施 50③
３Ｒ推進協議会の
運営等

ごみの発生抑制を基本とした
ごみの減量の推進に向けて、
区民、事業者及び区による意
見交換と具体策検討の場とし
て、「３R推進協議会」を設置

事業の計画策定
事業の実施

地域団体（協力
団体など）
NPO
その他（事業者）

実行委員会
協議会

区の呼びかけ

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
情報収集
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供

その他
（趣旨
賛同す
る団
体）

実現可能な具体的
なごみ減量の方策
を検討、実施

区民と事業者、また事業者同士
にとっても、利害が一致しない事
項があり、この調整が必要

環
境
清
掃
部

3

実施

その
他

51①

地球温暖化対策の
推進
事業者の省エネル
ギーへの取り組み
の促進・支援

区内の中小企業者の省エネ行
動を促進・支援し、温室効果ガ
ス排出量の削減を図る。

事業の実施

地域団体（協力
団体など）
NPO
その他

新宿区エコ事業
者連絡会、商工
会議所、商店街
振興組合、企業、
NPO等

事業協力
委託
情報提供交
換

区民の事業者に対して省
エネの取組みを働きかけ
るにあたって、新宿区エ
コ事業者連絡会や商工
会議所、商店街振興組合
等に協力を要請した。

連携・支援の仕組
み作り
情報収集
行政情報提供
委託料・助成金等

その他
区の施策のＰＲ、組
織的な参加協力

様々なネットワークを通じて、区
単独では行き届かない部分を補
えてはいるが、区内全体に渡って
より一層の広い普及促進が必要
である。

環
境
清
掃
部

4

実施

その
他

51②

地球温暖化対策の
推進
区民の省エネル
ギーへの取り組み
の促進・支援

区民の省エネ行動を促進・支
援し、温室効果ガス排出量の
削減を図る。

事業の実施

町会自治会
地域団体（協力
団体など）
NPO
その他

新宿区エコ推進
推進協議会

実行委員会
協議会
事業協力
情報提供交
換

区民に対して省エネの取
組みを働きかけるにあ
たって、各町会や活動団
体、新宿区エコライフ推
進協議会等に協力を要
請した。

連携・支援の仕組
み作り
情報収集
行政情報提供
会議作業場所提供
イベント会場確保等

その他
区の施策のＰＲ、組
織的な参加協力

様々なネットワークを通じて、区
単独では行き届かない部分を補
えてはいるが、区内全体に渡って
より一層の広い普及促進が必要
である。

環
境
清
掃
部

5 実施
Ⅳ－1

③
53
路上喫煙対策の推
進

受動喫煙やたばこの火による
やけどなどの被害を防止する
ため、路上喫煙が禁止であるこ
とを周知し、分煙化を推進す
る。

事業の実施

社協
町会自治会
地域団体（協力
団体など）
ボランティア（個
人・団体）

実行委員会
協議会
事業協力
情報提供交
換

「新宿区空き缶等の散乱
及び路上喫煙による被害
の防止に関する条例」
（平成17年8月1日施行）
に伴ない協力員制度が
発足したため。

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
情報収集
機材貸出等

その他

地域の美化清掃な
どを通じて、路上
喫煙禁止の啓発活
動を行っている。

地域の美化清掃活動などと同時
に行うことで、地域の美化意識の
向上が期待される。

環
境
清
掃
部
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6 継続
Ⅳ－1

③
経常

ポイ捨て防止ときれ
いなまちづくり

区民や事業者に対してポイ捨
て防止の意識を広く啓発し、き
れいなまちづくりを目指す。

政策の方針立案
事業の計画策定
事業の実施

町会自治会
地域団体（協力団
体など）
ボランティア（個人・
団体）
その他

新宿駅周辺地区美
化推進連絡会、高
田馬場駅周辺環境
対策連絡会

共催
事業協力
委託
情報提供交
換

平成９年施行の「ポイ捨て
禁止条例」

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
情報収集
機材貸出等
委託料・助成金等
人員の応援

その他

散乱防止計画の策
定。主に美化推進
重点地区内におけ
る路上清掃。ごみ
ゼロ運動への参
加。

区などの行政機関と協働すること
により、「美化の輪」が広がること
が期待できる。

環
境
清
掃
部

7

実施

その
他

Ⅳ－1

④
54
環境学習・環境教
育の推進

環境学習情報センターを核と
した普及啓発、環境学習・環境
教育の推進

事業の計画策定
事業の実施

町会自治会
地域団体（協力
団体など）
ボランティア（個
人・団体）
NPO
その他

ＮＰＯ新宿環境活
動ネット他

実行委員会
協議会
事業協力
委託
情報提供交
換

指定管理者として環境学
習情報センターを管理・
運営している。

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
委託料・助成金等

公募
プロ
ポーザ
ル

事業の実施、企画
立案

区単独では行き届かない専門知
識や経験を有するＮＰＯ等との協
働により、効果的に事業を推進し
ているが、区内全体に渡ってより
一層の広い普及促進が必要であ
る。

環
境
清
掃
部

8
プラス
継続

Ⅳ－2

①
56
玉川上水を偲ぶ流
れの創出の推進

現在暗渠として存在する玉川
上水を偲ぶ流れの創出を、行
政関係者及び近隣住民と協働
で検討する。

事業の計画策定
事業の実施

町会自治会
NPO
その他

情報提供交
換

玉川上水の復活を求める
地域住民の要望からはじ
まっている。

連携・支援の仕組
み作り
情報収集
行政情報提供

提案・
持込
その他
（区から
の依
頼）

玉川上水を偲ぶ流
れの創出に係わる
様々な課題につい
て、検討を行なう。
また、偲ぶ流れの
完成後は、維持管
理等に参加し、ま
ちづくりに活用す
る。

地域住民が主体的に計画・維持
管理に関わることで、玉川上水を
偲ぶ流れが地域の共有財産であ
るとの意識が芽生え、地域の活性
化に寄与する。

都
市
計
画
部

9

実施

継続
57
新宿りっぱな街路
樹運動（道のサ
ポーター制度）

快適な施設環境を実現し、暮
らしやすい地域を創出する。

事業の実施

ボランティア（個
人・団体）

商店街、町会等

事業協力
アダプト・プログラムの導
入、社会的に普及してき
たため。

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
広報ＰＲ面での協力
機材貸出等
人員の応援
その他（ボランティ
ア保険加入)

公募
道路管理作業の一
部分に参加する。

効果：街の美化につながる。
課題：公物（道路）の私物化につ
ながる可能性あり。

み
ど
り
土
木
部

10

実施

継続
58①

公共施設の緑化・
民間施設の緑化
（みんなでみどり公
共施設緑化プラン）

みどりとうるおいのある都市環
境を実現するために、協働によ
り学校や河川の護岸などの公
共施設において緑化を図る。

事業の計画策定
事業の実施

地域団体（協力
団体など）

幼稚園・小学校
など

事業協力 区からの働きかけによる
連携・支援の仕組
み作り
機材貸出等

その他
（施設
管理
者、利
用者）

公共施設緑化の計
画立案
土入れ、植栽など
緑化作業の施行

植栽作業などに参加した児童や
区民等は、花や樹木に愛着を持
ち、積極的に植栽後の維持管理
にも携わっている。今後はより多
くの区民等が協働に参加するた
めのしくみを構築し、さらには区
民等の自主管理につなげていく
ことが課題である。

み
ど
り
土
木
部

Ⅳ－2

②
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11

実施

継続
58②

公共施設の緑化・
民間施設の緑化
（空中緑花都市づく
り）

地上や水辺から建築物の屋
上、壁面、ベランダにいたるま
で、様々なみどりに囲まれた都
市を「空中緑花都市」と名付
け、その実現を目指す。

事業の実施

ボランティア（個
人・団体）
NPO

NPO法人屋上開
発研究会
一坪農園の会

事業協力
情報提供交
換

屋上緑化見本園の設置

連携・支援の仕組
み作り
情報収集
行政情報提供
機材貸出等

提案・
持込

区民等は屋上緑化
見本園の菜園の維
持管理を行う。ＮＰ
Ｏは、屋上緑化の
普及促進のための
資材等の開発・情
報提供などを行う。

屋上緑化見本園の維持管理につ
いて、区民の視点からのアドバイ
スや情報を得ることができる。

み
ど
り
土
木
部

12

実施

継続
58③

新宿花いっぱい運
動

新宿のまちを花とみどりで飾
り、美しい都市空間を実現する
ため街路灯にハンギングバス
ケット等を設置し区民等と協働
で管理を行う。

事業の実施

地域団体（協力
団体など）

商店街振興組合

事業協力 区からの働きかけによる
連携・支援の仕組
み作り
機材貸出等

提案・
持込

ハンギングバスケッ
トへの毎日の水や
り

地域と協働でハンギングバスケッ
トを維持管理することにより、美し
いまちがつくられる。花苗の交換
は区が行っているが、将来的に
は地域が自主的に取り組むように
しくみを発展させていきたい。

み
ど
り
土
木
部

13

実施

継続
60① アユが喜ぶ川づくり

生態系の回復や親水性の向上
など河川環境の整備を進め、
神田川や妙正寺川をゆとりと潤
いの空間として、区民とともに
利活用を図っていく。

事業の計画策定
事業の実施

ボランティア（個
人・団体）

小学校、児童、保
護者等地域住民

事業協力
情報提供交
換

・区からの働きかけ
・公募

広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供

公募

ファンクラブ活動等
を通して日ごろから
川に興味を持ち、
問題意識を持つ。
また活動の輪を広
げ、活動の活発化
を図る。そしてこれ
らを通して、河川整
備へ意見を反映し
ていく。

河川空間が地域住民等に再認識
されることにより、整備済みの既
存施設の有効活用が図られる。
また、住民等による施設の日常管
理や再整備に向けた意識の向上
が期待される。

み
ど
り
土
木
部

14

実施

継続
60②

公共施設の緑化・
民間施設の緑化
（生き物の生息でき
る環境づくり）

「みどりによる生物生息環境形
成計画」に基づき、生き物と共
生しふれあえる都市・新宿の実
現を目指す

事業の実施

ボランティア（個
人・団体）

新宿中央公園ビ
オトープの会

事業協力 区からの働きかけによる
連携・支援の仕組
み作り
機材貸出等

公募

ビオトープの管理
運営方針の検討、
米作りや草刈など
の維持管理、区民
を対象とした生き
物等の解説などを
行う。

協働に参加した区民はビオトープ
の管理運営を通して、生き物の生
息環境について理解を深めるとと
もに、都市では貴重な自然とふれ
あうことができる。区は維持管理
にかかる労力を軽減できる。

み
ど
り
土
木
部

15

実施

継続
経常

公共施設の緑化・
民間施設の緑化
（緑化意識の啓発）

「みどりの協定」及び「みどりの
協力員制度」により、区民が主
体となった地域緑化を推進す
る。

事業の実施

町会自治会
地域団体（協力
団体など）
その他

みどりの協力員

事業協力 公募による
連携・支援の仕組
み作り

提案・
持込

地域緑化の実施
区の緑化施策への
協力及び地域への
緑化啓発

「みどりの協定」では、地域に根ざ
した緑化が実施される。「みどりの
協力員制度」は、区民が主体と
なった緑化の普及促進が図られ
る。

み
ど
り
土
木
部

Ⅳ－2

②
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16

実施

継続

Ⅳ－3

①
62
交通バリアフリーの
整備促進

区内の交通バリアフリーの積極
的な整備促進を図る

事業の計画策定
事業の実施
事業の評価

社協
町会自治会
地域団体（協力
団体など）

①区障害者団体
連絡協議会②区
高齢者クラブ③
区商連④区町連

事業協力
情報提供交
換

平成17年4月に策定した
「新宿区交通バリアフリー
基本構想」を具体化する
ための特定事業計画に、
高齢者・障害者等の意見
を反映させるため

連携・支援の仕組
み作り
情報収集
行政情報提供

公募
提案・
持込

区民・利用者等の
意向調査や推進委
員会、部会への積
極的な参加と意見
提供

新宿区交通バリアフリー基本構
想を具体化し、交通バリアフリー
を推進するのあたり、利用者であ
る高齢者や障害者等の意見を反
映させられる。

都
市
計
画
部

17 実施
Ⅳ－3

③
69② 人とくらしの道づくり

住環境の改善及び安全な歩行
空間の創出

事業の計画策定

町会自治会

西新宿一丁目町
会
西新宿一丁目商
店街振興組合

情報提供交
換

区からの協働提案
情報収集
行政情報提供

提案・
持込

地域の意見集約
沿道等関係者の利害対立や考え
方の相違の整理

み
ど
り
土
木
部

18 実施
Ⅴ－1

①
72①

景観計画の推進
（景観まちづくりシ
ンポジウム）

景観まちづくりの普及・啓発

政策の方針立案
事業の計画策定
事業の実施
事業の評価

NPO

美しい東京をつく
る都民の会

共催 団体からの要請

事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等
人員の応援

提案・
持込

実質的な企画・運
営を担う

区内でシンポジウムを共催するこ
とにより、費用対効果の高い事業
となった。

都
市
計
画
部

19 実施
Ⅴ－2

①
73

地区計画等を活か
した地域の個性豊
かなまちづくりの推
進

地域特性を活かし、住民の意
思を反映したきめ細かな計画
に基づくまちづくりを進める。

政策の方針立案
事業の計画策定

町会自治会
地域団体（協力
団体など）
ＮＰＯ
その他

地元まちづくり協
議会等

共催
情報提供交
換

区からの働きかけ、地元
団体からの要望等

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等

公募
その他

地元ニーズの調整
や意見集約、まち
づくり制度の勉強、
区に対する要望の
とりまとめ等

効果）地区計画等の策定により、
地域特性を活かした住民の意見
を反映したまちづくりを推進する
ことができる。

課題）多様な住民要望の集約

都
市
計
画
部

20

実施

継続

Ⅴ－3

①
74②

いきいきウオーク新
宿

高齢者の健康いきがいづくりと
介護予防を推進する。

事業の実施

NPO

ＮＰＯ法人新宿区
ウオーキング協会

共催
事業協力

日本ウオーキング協会の
企画委員を務める区民
（現：新宿区ウオーキング
協会会長）から健康づくり
に最適なツールとしてウ
オーキングを提案され
た。

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等

提案・
持込

ウオーキングの普
及、イベントの企
画・運営、事業の
進行、事業のPR

イベント内容の充実に効果がある
が、区民へのさらなる周知が必要

健
康
部

4 ページ
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※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
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標
基本施
策

計画
事業
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平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）　　　　　　　　

21

実施

継続
75②

みんなで考える身
近な公園の整備

本事業は、公園施設の改修及
び活性化を図るため、利用者
との協働によるプラン作りにて
整備を行う。本年度は、西大久
保児童園を整備予定。

政策の方針立案
事業の計画策定
事業の実施
事業の評価

町会自治会
地域団体（協力
団体など）
ボランティア（個
人・団体）
NPO

実行委員会
協議会
情報提供交
換

区からの呼びかけ

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等

その他

本事業の参加者
は、利用者の視点
からプランづくりを
行う。また、リ
ニューアル後は、
公園サポーターと
して、管理の一部
を担ってもらう。

本事業は、利用者の視点による
プランづくりが行えるため、参加
者の意思をきめ細かく実現するこ
とが可能であることや、管理の一
部を担ってもらえる効果がある。

み
ど
り
土
木
部

22

実施

継続

経常 サポーター制度に
よる公園管理

公園利用の活性化を実現し、
暮らしやすい地域を創出する。

事業の実施

ボランティア（個
人・団体）

公園のサポー
ター

事業協力
区が行ってきた公園管理
に、予算及び人員の限界
があった。

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
広報ＰＲ面での協力
機材貸出等
人員の応援
その他（総会、分科
会開催）

公募
公園の管理作業の
一部に参加する。

公園利用者である近隣の区民等
が公園管理に参画することによ
り、公園利用の活性化が図られる
効果がある。一方、行き過ぎた形
での活動で、公園の私物化を指
摘されないように区が調整を図っ
ていくことが課題である。

み
ど
り
土
木
部

Ⅴ－3

②
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※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手 協働の形態 協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割分
担

協働・連携の効果・課題 部

1 継続
Ⅱ－1

①
経常

虐待防止ネットワー
ク事業

子ども家庭関係組織がより効
果的な連携をおこない、地域
の子どもと家庭に対する支援
を適切に実施する。

事業の実施

（新宿区子ども家
庭サポートネット
ワーク）

その他（新宿区子
ども家庭・サポー
トネットワーク）

その他

次世代育成支援計画と
児童福祉法改正を契機
に、区内の福祉、保健、
教育などの関連する組織
及び個人に参加を呼び
かけた。

連携・支援の仕組
み作り
情報収集
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供

その他

参加機関・個人の
立場に応じて子ど
もと家庭を支援し
ていく。

守秘義務のもと、必要な情報交換
を行い、適切な支援を実施でき
る。

子
ど
も
家
庭
部

2 継続 8①
男女共同参画へ啓
発活動の充実（ウィ
ズ新宿の編集）

男女共同参画を推進する
事業の計画策定
事業の実施

その他（ウィズ新
宿編集委員会）

その他

より親しみやすく、区民
ニーズに即した男女共同
参画の情報啓発誌を作
成する

事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
人員の応援
その他（講師謝礼、
印刷経費等の支出
)

公募 編集、取材、執筆
編集作業をとおしての男女共同
参画意識の啓発

子
ど
も
家
庭
部

3 継続 8①

男女共同参画へ啓
発活動の充実（男
女共同参画シンポ
ジウム）

男女共同参画社会づくりに向
けて、区民の関心と意識を高
め、区民の交流を促進する。

事業の計画策定
事業の実施
事業の評価

その他（男女共同
参画シンポジウム
実行委員会）

実行委員会
協議会

企画・運営を通して男女
共同参画に対する意識を
浸透させる。

事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
人員の応援
その他（講師謝礼、印
刷経費等の支出)

公募
その他
（ウィズ
新宿運
営委員
会）

企画、講師交渉、
ポスター作成、当
日の運営、評価

男女共同参画に対する意識の浸
透を図ることができる

子
ど
も
家
庭
部

4 継続 8①

男女共同参画へ啓
発活動の充実（男
女共同参画推進セ
ンター運営委員会）

男女共同参画推進センターの
運営に関して利用者の視点を
取り入れる。

事業の計画策定
事業の実施
事業の評価

その他（ウィズ新
宿運営委員会）

実行委員会
協議会

男女共同参画推進セン
ターの運営に関する検討
会で常設の委員会の必
要性が提案された。

行政情報提供
会議作業場所提供
人員の応援

その他
（ウィズ
新宿利
用団体
有志）

男女共同参画推進
センターの運営に
関する助言と事業
実施等

区民の視点に立った施設運営と
事業展開を行う。

子
ど
も
家
庭
部

5 継続 8①

男女共同参画へ啓
発活動の充実
（パートナーシップ
講座）

男女共同参画に関する問題に
対する区民の意識を高め、区
民との交流を促進する。

事業の計画策定
事業の実施

その他（男女共同
参画推進セン
ター利用登録団
体）

共催
啓発講座をより一層利用
者ニーズに即したものに
する

事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
人員の応援
その他（講師謝礼等の
支出)

提案・
持込

企画、講師交渉、
ポスター作成、当
日の運営、評価

登録団体との相互理解が深まる

子
ど
も
家
庭
部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）
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※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身
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平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

6 継続 経常
落合三世代交流モ
デル事業

地域活動の担い手として住民
と協働し、三世代交流の事業
（集い、交流できる場づくり）を
展開する

事業の計画策定

地域団体（協力
団体など）
ボランティア（個
人・団体）

落合三世代交流
を育てる会

その他（ワーク
ショップ・サロ
ン活動の実
施）

次世代育成支援計画（地
域との協働で進める次世
代育成支援）に基づく

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等

公募

平成２１年度に廃
止後の西落ことぶ
き館施設を活用し
た三世代交流事業
実施計画、施設改
修案、運営形態の
検討

住民自身が事業案を検討すること
で、地域ニーズに合ったものが提
供できる。ただし、今後の事業実
施については、担い手となる人材
の確保や運営母体の維持等を考
える必要がある。

子
ど
も
家
庭
部

7 継続 経常
区民とつくる子育て
情報局

地域の総合的な子育てポータ
ルサイトを構築し、子育てに関
する区民の交流およびイン
ターネットを活用した情報の収
集・発信・活用の場を創設す
る。

事業の実施

地域団体（協力
団体など）

新宿子育て情報
局

事業協力
情報提供交
換

事業計画による

情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
委託料・助成金等

公募
ホームページの運
用・管理

子育て世代の区民が参加し、自ら
が必要とする情報を盛り込むこと
で、わかりやすい子育て情報満載
のホームページとなった。

子
ど
も
家
庭
部

8 継続 経常
子どもの施策への
参画促進

子どもの「参加する権利」を大
切にするため、ワークショップ
やフォーラムの手法を用い、施
策等への参画を促進する。

事業の評価

（公園作りワーク
ショップ、小中学
生フォーラム、公
園オープニング
フェスタの開催）

その他（小・中学
生、地域住民、
ファシリテーター）

共催
事業協力

次世代支援計画による
「子どもの権利を大切に
する取組みの充実」

連携・支援の仕組
み作り
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
人員の応援

提案・
持込

ファシリテーター
が、子ども達の意
見やアイディア、施
策に参加するモチ
ベーションを引き
出し、整理し、実際
の区の施策につな
げていく。

子どもの意見・アイディアを反映し
た事業計画の実現
施策に参加することへの子ども・
大人双方の意識改革

子
ど
も
家
庭
部

9 継続 経常
プレイパーク活動
の推進

プレイパーク活動を実施する
区民団体と協働し、子どもが
「自分の責任で自由に遊ぶ」
機会を作ることを目的とする。

事業の計画策定
事業の実施

社協
ボランティア（個人・
団体）

戸山公園子どもの
遊び場を考える会
四谷冒険あそびの
会
西新宿冒険あそび・
わんぱーく
落合プレイパーク
プレイパーク協議会

その他（ワーク
ショップ・サロ
ン活動の実
施）

プレイパーク活動を実施
している団体から区の協
働支援を求められ、事業
の趣旨が区の目的である
「児童の健全育成と公園
の安全確保」に合致した
ため。

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
情報収集
広報ＰＲ面での協力
委託料・助成金等

公募

プレイパーク活動
を実施して、子ども
が「自分の責任で
自由に遊ぶ」機会
を作る。また、その
活動を広報し、他
の地域へ情報発信
して普及啓発を図
る。

区と活動団体とが連携を図ること
で、公園事務所等との連携もで
き、プレイパークがより活発に活動
できるようになった。

子
ど
も
家
庭
部

10 継続 経常
ファミリーサポート
事業

地域住民の相互援助活動を組
織化し、子育てしやすい地域
づくりをめざす。

事業の実施 社協 委託

新宿区子育て支援計画
に基づき、多様な保育手
段を確保し充実していく
ため、住民の支えあい事
業に実績のある社会福祉
協議会に委託。

広報ＰＲ面での協力
委託料・助成金等

その他

会員の募集、登
録、トラブル等への
助言、研修の実
施。

区民のニーズに的確に応えたもの
として、事業実績は高い。

子
ど
も
家
庭
部

Ⅱ－2

②
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11 継続 経常
子育て支援者養成
事業

子育て支援に関する講座を実
施し、子育て支援者の拡大を
図る

事業の計画策定
事業の実施

地域団体（協力
団体など）

ゆったりーの

委託
協働事業提案制度による
提案

連携・支援の仕組
み作り
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
委託料・助成金等

提案・
持込

事業の企画・運営
区民による子育て支援者の発掘。
養成後のフォローアップ

子
ど
も
家
庭
部

12 継続 経常
子ども家庭支援セ
ンター（親と子のひ
ろばの運営）

乳幼児とその親の仲間づくり、
居場所づくりを支援する

事業の計画策定
事業の実施

ボランティア（個
人・団体）

利用者、利用者
ＯＢ

事業協力
利用者が自ら企画する講
座や懇談会などの開催要
望から開始

連携・支援の仕組
み作り
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等

提案・
持込

講座や懇談会の企
画と実施、館内装
飾および託児ボラ
ンティア

利用者の企画であることから親し
みやすい事業となる。また、継続
的な託児ボランティアはセンター
事業への理解が深まる。

子
ど
も
家
庭
部

13 継続 経常
北山伏子育て支援
協働事業

区民と区が協働して、地域全
体で子育てを支える仕組みづ
くりを推進する

事業の計画策定
事業の実施

NPO

ゆったりーの
委託

保育園跡地利用につい
て区民要望とワークショッ
プの実施

連携・支援の仕組
み作り
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等

公募 事業の企画・実施
利用者の立場に立った子育て支
援サービスの提供

子
ど
も
家
庭
部

14

実施

その
他

Ⅱ－3

①
16③

外国籍児童の教育
支援

海外でのボランティア体験や
経済成長を支えたキャリアの中
で得た貴重な経験を活かし、
総合的な学習における学習支
援を行うとともに、外国籍児童
等に対し日本語指導等の学習
支援を行う。

事業の実施

NPO

NPO法人シニア
ボランティア経験
を活かす会

委託
協働事業提案制度による
提案

委託料・助成金等
その他（事業実施
への協力）

提案・
持込

総合的な学習の時
間における講師派
遣及び職場体験の
コーディネーター
を努める。また、外
国籍児童等への日
本語指導及び保護
者への通訳業務等
の実施。

効果：高校進学を希望する外国
籍の生徒に対し、教科指導を含め
た日本語指導を行うことができた。
課題：総合的な学習における職場
体験については、実施時期や企
業間との調整が円滑に行えるよう
改善していく必要がある。

教
育
委
員
会

15 実施
Ⅱ－3

②
17
学校適正配置の推
進

小規模校の適正規模・適正配
置を推進していくことにより、教
育効果を高めるとともに、教育
環境の整備を行う。

事業の計画策定

町会自治会
地域団体（協力
団体など）

ＰＴＡ代表
同窓会代表
地域代表

実行委員会
協議会

事業企画への参加

その他
（区教
委で指
定）

協議会にて協議
学校関係者だけでなく、地域住民
の意向を尊重した計画策定ができ
る。

教
育
委
員
会

Ⅱ－2

②
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※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手 協働の形態 協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割分
担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

16 実施 19①
地域協働学校（コ
ミュニティ・スクー
ル）の推進

地域が学校運営に関し参画す
るシステムを構築するために、
推進する。

事業の実施

その他

区立中学校学校
運営協議会

その他

文部科学省「コミュニ
ティ・スクール推進事業調
査研究校」指定（平成１
８・１９年度）

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加

その他
地域協働学校推進
モデル校としての
調査研究

区立学校の地域協働学校として
の指定と運用開始

教
育
委
員
会

17 実施 19② 学校評価の充実
新たな学校評価の仕組みにつ
いて検討し、実施に向けて推
進する。

事業の実施

その他

学校評価検討委
員会

その他

学校教育法改正（第４２
条、第４３条）
学校教育法施行規則改
正（第６６条、第６７条、第
６８条）

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加

その他
学校評価システム
についての研究・
検討

区として有効な学校評価システム
の構築

教
育
委
員
会

18
その
他

経常 地域との連携によ
る家庭教育支援

小学校ＰＴＡ連合会を中心とし
たＰＴＡ活動の充実を図るた
め、地域との連携による家庭教
育支援事業を実施

事業の実施

地域団体（協力
団体など）

新宿区小学校ＰＴ
Ａ連合会等

委託 親力向上施策の一環

連携・支援の仕組
み作り
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等

その他
（協議）

事業の企画、運
営、事業成果の地
域社会への浸透

保護者の代表であるＰＴＡが主催
することで、保護者のみならず地
域への子どもを社会で育てるとい
う理念を浸透することができる。

教
育
委
員
会

19

実施

その
他

Ⅱ－5

①
26 食育の推進

区民が、食に関する適切な判
断力を養い、生涯にわたって
健全な食生活を実現すること
により、心身の健康の増進と豊
かな人間形成に資すること。

事業の実施

ボランティア（個
人・団体）

新宿区食育ボラ
ンティア

事業協力

平成１９年度に策定した
「新宿区食育推進計画」
に基づき、地域での食育
推進の担い手となるボラ
ンティア育成が必要で
あったため。

連携・支援の仕組
み作り
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
イベント会場確保等
機材貸出等

公募
提案・
持込

区が実施する、食
育関連事業への応
援、自主団体の形
成、食育イベントの
企画立案、実施等

ボランティアの活動により、地域で
の食育推進の環境が整ってきて
いる。今後、ボランティアの人員を
増やし、自主団体を形成していく
ことで、より幅広い食育推進活動
を行っていくことが求められる。

健
康
部

20 実施
Ⅱ－5

②
29 エイズ対策の充実

HIV抗体検査、電話による相
談を通じ、早期発見・早期治
療及び正しい知識の普及啓発
をおこなうことにより、感染予防
及びまん延防止を図る。

事業の実施
NPO

クリアチボス
事業協力

「後天性免疫不全症候群
に関する特定感染症予
防指針」（H11.10.4）個別
施策層（外国人）に対応
するため

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
機材貸出等
委託料・助成金等

提案・
持込

各言語による相談
受付及び通訳

外国人へのエイズ検査の普及と
感染予防及び療養等の支援

健
康
部

Ⅱ－3

③
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※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手 協働の形態 協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割分
担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

21 継続
経常 人と猫との調和のと

れたまちづくり

猫の不必要な繁殖及び野良
猫の増加を抑え、近隣のトラブ
ルを未然に防ぎ、人と猫との調
和のとれたまちを目指す。

政策の方針立案
事業の計画策定
事業の実施

町会自治会
地域団体（協力団
体など）
ボランティア（個人・
団体）
NPO

区内各町会・自治
会・学生・地域ねこ
ボランティア団体・
NPOねこだすけ等

共催
実行委員会
協議会
事業協力
情報提供交
換

東京都が提唱した、「人と
猫との共生モデルプラン」
の実施に協力し、新宿区
内4箇所がモデルプラン
に指定された

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
人員の応援

提案・
持込

猫の飼い主に対す
る啓発活動、野良
猫の管理(餌場・ト
イレ片付け）・調
査、去勢不妊手術
の実施、手術代金
の拠出。セミナー
の開催。

モデルプラン指定地域及び「地域
ねこ対策実施」地域からは、野良
猫に関する苦情がなくなり、近隣
に広がりを持つようになった。

健
康
部

22 継続
経常 ペット防災対策事

業

災害時における動物救護活動
を円滑に行えるよう啓発活動を
進める

事業の計画策定
事業の実施

町会自治会
NPO

(社）東京都獣医
師会新宿支部

事業協力
情報提供交
換

災害時の動物救護活動
に関する協定書を獣医師
会新宿支部と締結

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供

その他

災害時における動
物救護体制に関し
て、専門家としての
知識の提供及び災
害訓練時の獣医師
の派遣、ペット防災
自主組織の確立

協働で作成した動物救護マニュア
ルを、区内の避難所に浸透させ、
防災訓練を実施する。

健
康
部

23 継続 30①
一人暮し高齢者へ
の情報紙の訪問配
布等

75歳以上の一人暮し高齢者宅
へ情報紙を訪問配布すること
により、情報提供と見守り・安
否確認を実施する。

事業の実施

社協
NPO
その他

非営利活動法人
ボラネット新宿
民生委員

委託
情報紙配布への協力の
呼びかけに対し賛同が得
られたことから。

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
委託料・助成金等

その他

地域の支え合いに
より高齢者を見
守って行く仕組み
づくりを行うため、
地域ボランティアを
コーディネートし情
報紙の配布を行
う。

地域の支え合い活動に区と連携
したＮＰＯが参加することで、安定
した仕組みとして見守り事業が実
施される。

福
祉
部

24

実施

継続
30③

地域見守り活動の
推進

地域の見守り協力員による見
守りネットワークを充実させるこ
とにより、高齢者の孤立予防と
自立した生活を支援する。

事業の実施

社協
ボランティア（個
人・団体）

地域見守り協力
員及び新宿社会
福祉協議会

委託

高齢化に伴い地域との交
流のない引きこもりがちな
高齢者が増加し問題と
なっていた。そのような
中、ボランティアで地域の
高齢者を見守り、声掛け
を行おうと、本事業が開
始された。

事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
委託料・助成金等

その他
（訪問
相談や
ボラン
ティア
業務に
実績が
ある）

事業対象者への訪
問・見守り活動及
び協力員へのサ
ポート、コーディネ
イト

効果：高齢者の孤独感を解消す
る。また、活動を通して地域や近
隣との交流を図り、寝たきりを予防
する。
課題：地域全体で、高齢者を支え
るネットワークを構築していくた
め、見守り協力員を中心として、
自主的な地域活動が育つような体
制の整備

福
祉
部

25 継続 経常
福祉サービスの利
用者支援（サービス
評価事業）

社会福祉法第７８条に基づき、
福祉サービス第三者評価を実
施する。

事業の評価

その他（高齢者福
祉施設）

高齢者在宅サー
ビスセンター

委託

東京都の補助制度（福祉
保健基盤等区市町村包
括補助事業）に基づく評
価受審の勧奨。

委託料・助成金等
その他
（指定）

福祉サービス第三
者評価の受審にあ
たり、必要な情報を
評価機関に提供す
る。

施設の提供する福祉サービスの
内容を客観的に評価し、フィード
バックを行うことによって、サービス
の質の向上につなげることができ
る。

福
祉
部

Ⅱ－5

②

Ⅲ－1

①
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※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手 協働の形態 協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割分
担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

26 プラス
経常 ちょこっと困りごと

援助サービス

一人暮らし高齢者等に対し、
日常生活でのちょっとした困り
ごとの援助をすることで地域で
安心して生活できるように支援
する。

事業の実施
社協
ボランティア（個
人・団体）

委託

高齢化に伴い地域との交
流のない引きこもりがちな
高齢者が増加し問題と
なっていた。そのような
中、ボランティアで地域の
高齢者を見守り、声掛け
をおこなおうと本事業が
開始された。

事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
委託料・助成金等

その他
（訪問
相談や
ボラン
ティア
業務に
実績が
ある）

個別の援助の実施

日常におけるちょっとした困りごと
を地域のボランティアが支援する
ことにより、高齢者が地域で安心し
て住み続けられるとともに、地域の
支えあいの仕組みづくりにも貢献
できる。

福
祉
部

27 継続
経常 新宿区介護サービ

ス事業者協議会

利用者本位のサービスの提供
及びサービスの質の向上を目
指す

事業の実施
その他（介護サー
ビス事業者協議
会）

事業協力
事業者間の連携の確保
が、課題であったため

行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
人員の応援

その他
事業者情報の提
供、企画運営、具
体的な作業

効果：目的の達成及び連携を図る
ことにより、健全な市場の形成と
サービスの向上を促進する
課題：サービスの質の向上のため
の効果的な取組み

福
祉
部

28 プラス
Ⅲ－1

②
経常

障害児等タイムケ
ア事業

障害児（小・中・高校生）の放
課後等活動支援

事業の実施

地域団体（協力
団体など）

社会福祉法人新
宿あした会

事業協力
障害児の保護者、その保
護者が組織する団体から
の放課後支援の要望。

会議作業場所提供
委託料・助成金等

提案・
持込

障害児支援事業の
実施

障害児の交友範囲の拡大、常時
介護する保護者の休息、公共施
設を利用した障害者理解の地域
啓発

福
祉
部

29

実施

継続

Ⅲ－1

③
35③

宿泊所等入所者相
談援助事業

一般の宿泊所での生活が困難
な元ホームレスの入所者に対
して、生活相談や健康管理の
支援を行う。

事業の実施

NPO

スープの会地域
生活支援ホーム

委託

ホームレスに対する生活
相談について豊富な活
動実績を有するＮＰＯ団
体で唯一宿泊所（第二種
社会福祉事業）の設置団
体である。

委託料・助成金等 その他

・入所者への生活
相談（相談員３
名）・健康管理の支
援
・緊急時の保護相
談等（３６５日、夜
間を含めて対応）

地域生活への移行とホームレスの
減少

福
祉
部

30
その
他

Ⅲ－1

福祉
全般

経常
民生・児童委員協
力員の活動

地域福祉を担う民生委員・児
童委員の活動を支援する。

事業の実施
ボランティア（個
人・団体）

その他（民生
委員活動への
協力）

東京都民生・児童委員協
力員事業実施要綱による
実施

連携・支援の仕組
み作り
行政情報提供
その他（活動費の支
給）

その他
（民児
協等の
推薦）

民生・児童委員協
力員は、区の依頼
による業務を担
い、民生委員・児
童委員活動に協力
する。業務の依頼
は、各民児協から
の依頼に応じる。

協力員の協力が得られることに
よって、民生委員本来の活動がで
き、地域における地域福祉活動に
向上が図られた。

福
祉
部

Ⅲ－1

①
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第2部会
※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手 協働の形態 協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割分
担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

31

継続

その
他

Ⅲ－1

福祉
全般

経常

新宿区民生委員児
童委員協議会（各
種団体への事業助
成）

新宿区民生委員・児童委員協
議会研修補助金

事業の実施

その他

民生委員・児童
委員協議会（１０
地区）

その他（研修
補助）

地域と行政との要として
活動するため、民生委
員・児童委員の資質と専
門性を高める必要がある
ため。

委託料・助成金等

その他
（１０地
区民児
協）

民児協（１０地区）
が実施する自主研
修において、民生
委員の資質の向上
と委員同士の連
携・親睦を図るこ
と。

民生委員・児童委員の資質の向
上が図られている。

福
祉
部

32 継続
経常

いきいきハイキング
野山等を鑑賞しながらハイキン
グを行うことにより高齢者の健
康保持に役立てる。

事業の計画策定
事業の実施

NPO

ＮＰＯ新宿区レク
リエーション協会
新宿区ウオーキ
ング協会

事業協力

日本ウオーキング協会の
企画委員を務める区民
（現：新宿区ウオーキング
協会会長）から健康づくり
に最適なツールとしてウ
オーキングを提案され
た。

会議作業場所提供
イベント会場確保等
人員の応援
その他（事前の事務
手続及び当日の運
営）

その他
（区から
の依
頼）

①企画及び実施場
所の考案
②事前実地踏査の
同行、ハイキング
当日の参加者の引
率

参加者の仲間づくりやハイキング
愛好者団体への参加を促すこと
で、ハイキングを通じた健康保持
が進められる。

福
祉
部

33 継続
経常

いきいき活動事業

高齢者の生きがいづくりを図
り、またサービスの受け手や担
い手として、いきいきと積極的
に社会参加していくことを促進
する。

事業の計画策定
事業の実施

ボランティア（個
人・団体）
NPO
その他

日本美容専門学
校
ＮＰ０法人竹箒の
会
㈱第一興商

共催
事業協力

既存の組織や団体・民間
企業等の持てる力を活用
し、地域ぐるみで高齢者
の社会参加を支援する必
要性から

連携・支援の仕組
み作り
広報ＰＲ面での協力
イベント会場確保等
その他

提案・
持込
その他

ボランティアによる事業
協力
①「いきいきメイクアップ
教室」：高齢者へのお化
粧のアドバイス
②「らくらく携帯電話教
室」：携帯電話の操作方
法の指導
③「高齢者マイスター制
度」：学校等や、「湯ゆう
健康教室」で特技の披
露・伝承

元気な高齢者が地域社会に積極
的に参加し、サービスの担い手と
して能力を発揮することができる。

福
祉
部

34
その
他

経常
高齢者ふれあい・
いきいきサロン活動
の推進

サロンの立ち上げや運営に対
する、サポートを充実させるこ
とにより、高齢者が主体的に地
域で活動する場を提供する。

事業の実施

社協
ボランティア（個
人・団体）
NPO

新宿区社会福祉
協議会

委託 サロンの立ち上げ時点 委託料・助成金等 公募
地域における高齢
者福祉活動

ふれあい・いきいきサロンは、身近
な場所で気軽に参加できることが
重要である。従来より、地域福祉
に貢献している、社会福祉協議会
が窓口になることにより、ニーズに
あった情報提供が可能である。

福
祉
部

35

実施

継続

Ⅲ－2

③
38 就労支援の推進

障害者・若年非就業者（ニート
等）・高齢者の就労支援モデ
ル事業を推進する

事業の実施
その他（新宿区障
害者就労福祉セ
ンター）

委託
区における就労支援施策
の一本化の方針による

連携・支援の仕組
み作り
委託料・助成金等

その他
（業者
指定）

「障害者等の就労
の場」の運営主体
で、主にコミュニ
ティショップ及び在
宅就労（サテライト
就労）オフィスを運
営すること。

本モデル事業を推進し、民間事
業者による障害者等の就労支援
を活性化する。

地
域
文
化
部

Ⅲ－2

①
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第2部会
※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手 協働の形態 協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割分
担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

36

実施

継続
40
分譲マンションの適
切な管理運営の支
援

住環境の保全及び向上 事業の実施

ボランティア（個
人・団体）

マンション管理問
題懇話会

事業協力
民間ボランティアグルー
プ（上記団体）からの提案
がきっかけとなった。

広報ＰＲ面での協力
イベント会場確保等
その他（相談予約の
受付、会場準備、
謝礼支出、アンケー
ト集約)

提案・
持込

相談員として区民
からの相談に応
じ、相談内容・結果
を書面で区に報告
する。管理組合交
流会のコーディ
ネータ役。

様々な主体の交流によりマンショ
ン管理に関する問題を解決する
自主的な取り組みが形成される。
相談員への研修や情報提供を行
い相談体制の充実を図ることが課
題。

都
市
計
画
部

37 継続
経常

住宅相談

民間賃貸住宅の住み替え、不
動産取引についての相談を実
施することにより、利便の向上
と生活の安定及び区内居住の
継続を図る。

事業の計画策定
事業の実施

地域団体（協力
団体など）

東京都宅地建物
取引業協会新宿
区支部

事業協力

区内で実績のある宅建新
宿区支部に対して、区か
ら業務上の協定と事業協
力を求めた。

広報ＰＲ面での協力
イベント会場確保等
その他

その他
（区内
の実
績）

相談員として区民
の相談に応じ、転
居先住宅のあっ旋
や協力店の紹介を
行う。

地元の不動産団体の協力が得ら
れるため、入居後も含めてきめ細
かい支援が可能である。転居の困
難な高齢者世帯等に対して入居
を支援するためには、宅建支部や
協力店との連携、協力が必要不
可欠である。

都
市
計
画
部

38

実施

継続
42①

建築物等耐震化支
援事業

耐震調査・計画、耐震補強工
事等にかかる経費の一部を助
成し、既存建築物の耐震化を
図り、災害に強いまちづくりを
目指す。

事業の実施

その他

東京都建築士事
務所協会新宿支
部及び耐震診断
登録員

事業協力
委託

耐震の専門家を活用する
ことによる事業の適正な
実施のため

連携・支援の仕組
み作り
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
委託料・助成金等

その他
耐震調査・計画の
実施

専門的観点から耐震調査・計画が
行える

都
市
計
画
部

39 継続 42②
安全・安心な建築
物づくり

安全で安心な建築物づくりを
目指す

事業の実施

その他

東京都建築士事
務所協会新宿支
部

事業協力
区民ニーズに対応するた
め

連携・支援の仕組
み作り
広報ＰＲ面での協力
イベント会場確保等
機材貸出等
人員の応援

提案・
持込

相談会における相
談員の確保

区民からの相談に対して専門的な
立場で対応できる。

都
市
計
画
部

40

実施

継続
45
木造住宅密集地区
整備促進事業

事業地区（若葉・須賀町地区）
における防災性の向上及び住
環境の改善

事業の計画策定

その他

若葉地区まちづく
り推進協議会

実行委員会
協議会

地区内の共同立替えを
区と協議会の協働により
推進するため

行政情報提供

その他
（地元
の発
意）

道路・公園整備に
関する地元の意見
の聴取
共同立替え、個別
立替え事業者への
「まちづくり協力基
準」に基づく協力
要請

協議会の会員減少等により協議
会の活動状況が低下傾向にある。

都
市
計
画
部

Ⅲ－3

①

Ⅲ－2

④
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第2部会
※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手 協働の形態 協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割分
担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

41 継続
Ⅲ－4

①
48
安全で安心して暮
らせるまちづくりの
推進

安全で安心なまちづくり 事業の計画策定
町会自治会
ボランティア（個
人・団体）

事業協力
啓発活動などにより団体
からの申請

事業企画への参加
機材貸出等

提案・
持込

自主防犯活動の実
施

自分たちのまちは自分たちで守る
という防犯意識の向上と各種犯罪
の抑止。今後は区内全域に自主
防犯活動を実施していただける団
体の発掘と活動の継続。

区
長
室

42 継続
施設・団体ボラン
ティアコーディネー
ター学習会

施設・団体のボランティア受入
担当者を対象にコーディネー
ターとしての視点を養う講座を
実施し、顔の見える関係づくり
に焦点をあてる。

事業の実施

地域団体（協力
団体など）
ボランティア（個
人・団体）
NPO
その他（区運営施
設や社会福祉法
人など）

情報提供交
換
その他

ボランティアがスムーズに
活動へ参加し継続して活
動できる環境整備をして
いくため受入施設・団体
が環境整備をしていく必
要があるため

連携・支援の仕組
み作り
事業企画への参加
情報収集
会議作業場所提供
その他

その他
学習会の参加とボ
ランティアの受入
体制の整備

ボランティアコーディネートという
視点を持った受入担当者が施設
において機能することにより地域と
施設・団体とを繋ぐ架け橋になる
ことができる。そのための研修・情
報交換等を持つことが課題

福
祉
部

14 ページ



第3部会
※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手
協働の形
態

協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割
分担

協働・連携の効果・課題 部

1

実施

継続
3①
協働事業提案制度
の拡充

多様化する地域の課題や区民ニー
ズに、区が単独で対応することが困
難になってきている中、ＮＰＯ法人等
の社会貢献活動団体の専門性や柔
軟性を活かした事業の提案を募集
し、提案団体と協働することで地域課
題の効果的・効率的な解決を図るとと
もに、区行政への住民参加の促進を
図り、暮らしやすい地域社会の実現
を目的とする。

事業の計画
策定
事業の実施
事業の評価

町会自治会
地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）
ＮＰＯ
その他（社会貢
献活動団体す
べて）

事業協力
委託
情報提供
交換

平成16年3月に策定した
「新宿区・地域との協働推
進計画」の仕組みづくり
推進プランの具体化を図
るもので、協働支援会議
において審議がされ、平
成１８年３月導入について
報告書の提出を受けた。

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
委託料・助成金等

公募

選定された提案
事業について区
と協働で実施す
る。

効果：ＮＰＯ法人、ボランティア団体、
地域団体等の社会貢献活動団体の
専門性や柔軟性を活かした事業につ
いて、区と協働することで効果的・効
率的な解決が図られ、多様化する地
域の課題や区民ニーズに対応するこ
とができる。
課題：協働事業が複数の事業課にま
たがる場合の実施団体とのコーディ
ネート

地
域
文
化
部

2 継続 3①
外国人の子どもの
学習支援等

来日する外国人の子どもたちが学校
の授業についていけるよう、日本語
能力を伸ばすための学習支援等を
行う。

事業の実施

NPO

NPO法人みん
なのおうち

委託

平成１８年度の提案制度
により採択され、平成１９
年度に実施。平成２０年
度は継続事業として実施
中。

行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
委託料・助成金等

提案・
持込

事業の実施及び
運営、ボランティ
ア等人材の確保

参加した子どもたちの学習意欲が高
まった。また学習支援や交流会等の
事業を通して、子ども、保護者、支援
者間に一定の関係づくりを進めること
ができた。今後は、学校現場との連携
やより広い交流の機会づくりが課題と
なる。

地
域
文
化
部

3
その
他

3①
経済的自立を目指
す女性のための就
労支援事業

経済的な自立を目指す女性を対象
に再就職・転職に必要な知識・情報
を提供し、個別指導を行うことにより、
就労の実現を図る。

事業の計画
策定
事業の実施

NPO

NPO法人ＷＩＮ
Ｇ２１

委託
協働事業提案制度による
提案

行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
委託料・助成金等

提案・
持込

事業の企画、実
施

効果：専門的なノウハウを持つNPO法
人と連携することで、効果的な事業を
実施することができる。
課題：協働提案事業の進め方（区担
当課の決定方法、区と団体との協働
のあり方など）

地
域
文
化
部

4 継続 3①
中学卒業後からの
青年支援対策

「ニート」と呼ばれる若者たちの自立
支援の推進を図ること

事業の実施

NPO

東京YＭＣＡ“ｌｉ
ｂｙ”

委託

協働事業提案制度による
提案
次世代支援計画による
「子どもの生きる力の育成
と自立の推進」

連携・支援の仕組み
作り
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
イベント会場確保等
委託料・助成金等

公募
提案・
持込

委託団体が従来か
ら持つスキルや専
門的なネットワーク
等を活用し、青年た
ちと様々な接点を
持ち、個別・集団共
に直接的な支援を
行う。また、区と連
携し該当青年やそ
の保護者、関係者
などを対象に講演
会を企画実施す
る

協働を行うことで「ニート」世代の青年
たちの具体的な支援の提供が可能と
なった。今後は若者支援を実施して
いる他のNPOや仕事センターの相談
事業との連携をはかり、継続的な支援
体制を構築していくのが課題である。
また「居場所」事業の性質上、自宅の
近くには通いにくいという状況は理解
するものの、20年度は区民の利用が
ないというのは課題である。

子
ど
も
家
庭
部

5

実施

継続
3②
協働支援会議の運
営

区の各分野でＮＰＯ等との協働を推
進するための仕組みづくりと具体的
な問題を協議する場として「協働支
援会議」を設置運営する。

政策の方針
立案
事業の計画
策定
事業の実施
事業の評価

その他（学識・
区民・事業者・
ＮＰＯ）

協働支援会議

その他（委
員会形式
の会議体）

平成16年3月に策定した「新
宿区・地域との協働推進計
画」の仕組みづくり推進プラ
ンの具体化を図るもので、協
働を推進するための仕組み
づくり及び協働の過程で生じ
る具体的な問題を協議する
場として「中間支援組織」の
役割を果たす機関としての会
議体を設置し、協働を推進す
る環境を整えるものである。

連携・支援の仕組み
作り
行政情報提供
会議作業場所提供
その他（事務局として
会議の運営)

公募
その他
（選任）

協働の過程で生
じる具体的な問
題を協議してもら
い報告していた
だく。また、ＮＰＯ
活動資金助成の
審査、２０年度各
課で取り組んで
いる協働事業評
価を行う。

効果：基金助成に対する意見、様々
な社会貢献活動団体と区による新た
な協働事業への意見など、会議の専
門性を活かしたNPOとの協働事業の
拡大により、区民サービスの向上が図
れる。

課題：協働事業の評価等を踏まえた、
新宿区にふさわしい協働のあり方の
検討

地
域
文
化
部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）
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第3部会
※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手
協働の形
態

協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割
分担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

6

実施

継続
3③
協働推進基金を活
用したＮＰＯ活動資
金助成

ＮＰＯの社会貢献活動に資金助成を
行い、ＮＰＯの財政基盤の強化とＮＰ
Ｏの特性を活かし区民サービスの向
上を図る。

事業の実施
事業の評価

NPO
その他（新宿区
登録ＮＰＯ法
人）

事業協力
情報提供
交換
その他（事
業費補助）

16年３月に策定した「新宿
区・地域との協働推進計画」
の仕組みづくり推進プランの
具体化を図るもので、多くの
区民・事業者によって支えら
れた基金の活用により、NPO
の専門性、柔軟性を活かした
事業を支援し区の課題解決
を図る。

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
イベント会場確保等
委託料・助成金等

公募

区民・事業者等
から寄附という形
でボランティア参
加をしてもらい、
ＮＰＯは、区民を
対象とした社会
貢献事業を実施
する。

効果：ＮＰＯ活動への資金助成により
財政基盤の強化と、ＮＰＯが持つ先駆
性・専門性などを活かした事業を支援
することにより区民サービスの向上が
図れる。

課題：新規団体の発掘、趣旨普及の
さらなる促進

地
域
文
化
部

7

実施

継続
3④

ＮＰＯをはじめ地域
を支える社会活動
団体のネットワーク
の拡充

新宿ＮＰＯネットワーク協議会と連携
して、区内の社会貢献活動団体の
ネットワークを作り、地域活動情報の
発信、団体の相互支援、地域課題の
解決、人材育成の支援を行う。

事業の計画
策定
事業の実施

地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）
ＮＰＯ

新宿NPOネット
ワーク協議会

実行委員
会協議会
事業協力
情報提供
交換

第四次実行計画の重点項目
の中に「登録ＮＰＯのネット
ワークづくり」が位置づけられ
ており、これが実現したもの
で、ＮＰＯ及びそれらに類す
る社会貢献活動団体が、情
報共有・連携・協力して団体
活動の充実と安定・発展を図
るため、区の働きかけにより
新宿ＮＰＯネットワーク協議会
を設立した。

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
委託料・助成金等
その他（事務局として会
議運営に参加）

その他
（設立
準備
会、世
話人会
からの
継続）

団体間の情報交
流・連携やイベ
ント参加を通じた
団体活動の情報
発信、自主企画
イベントを通じた
団体活動の情報
発信、区民や関
係機関と関連団
体との交流・連
携

効果：新宿区内に本拠地がある社会貢献
活動団体（ＮＰＯ及びそれに類する地域団
体）が、情報共有・連携・協力していくことに
より団体活動の充実と安定、発展を図ること
ができる。また、複数の団体が共同してイベ
ント参加・実施を通じて情報発信を行うこと
により、多くの区民に対し接することが可能
となり、地域活動に関しての理解や認識を
深めてもらうことができる。
課題：ネットワーク活動拠点「ＮＰＯふれあ
いひろば」の確保

地
域
文
化
部

8

実施

継続
3⑤
地域活動推進のた
めの情報提供

区民やＮＰＯやボランティア団体等の
地域活動団体及び区が、双方向から
の情報収集・発信可能なネットワーク
を形成するための情報拠点として新
宿区民活動サイト（キラミラネット）を
運営する。

事業の計画
策定
事業の実施

ＮＰＯ

新宿ＮＰＯネッ
トワーク協議会

実行委員
会協議会
委託

多数の団体の集合体である
協議会に管理運営を委託す
ることは、広い視野かつニー
ズの高い情報発信にも繋が
り、多様な団体の登録・多くの
区民の地域活動への関心・
参加を促すことが期待でき
る。さらに、区としても、協議
会と連携して、団体の相互支
援、地域課題の解決、人材
育成の支援を行う計画がある
ため。

行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
委託料・助成金等
その他（事務局として
会議運営に参加）

その他
（業者
指定）

サイト情報の管
理・運営、取材
活動による団体
活動情報発信、
利用率向上・
ネットワーク拡充
に向けた検討

効果：多様な専門性や能力を持つＮＰＯ団
体が情報を容易に発信することが可能とな
り、また個別に存在する区、ＮＰＯ、地区協
議会、地域活動団体等の情報を結びつけ
ることにより、情報を得ようとする区民の利便
性が高まる。また、各団体双方向からの情
報発信・収集を行い、ネットワーク形成の情
報拠点となる。
課題：取材活動による情報発信の充実、ア
クセス増対策、双方向の活用、企業公告の
取扱い

地
域
文
化
部

9

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援（四谷）

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

事業の計画
策定
事業の実施

地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）
NPO

・四谷伝統芸
能振興会
・「書」同好会

事業協力
情報提供
交換
その他（補
助金の交
付）

広報、ホームページ、チ
ラシ等による公募に対す
る申請

連携・支援の仕組み
作り
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
委託料・助成金等
人員の応援

公募
事業の企画・立
案・実施

地域住民の交流参加の促進と地域活
動の活性化

地
域
文
化
部

10

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援（箪笥町）

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

政策の方針
立案
事業の計画
策定
事業の実施

地域団体（協
力団体など）
ＮＰＯ

牛込箪笥地域
センター管理
運営委員会
おだんご会
江戸川小学校
ＰＴＡ

その他（補
助金の交
付）

広報、ホームページ、チ
ラシ等による公募に対す
る申請

委託料・助成金等 公募
事業の計画・実
施

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援することを通じて、地域住民の交流
参加の促進と連帯感の醸成が期待で
きる。

地
域
文
化
部
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※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手
協働の形
態

協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割
分担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

11

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援（榎町）

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

事業の評価

地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）
NPO

実行委員
会協議会
事業協力
情報提供
交換

広報、ホームページ、チ
ラシ等による公募に対す
る申請

行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
委託料・助成金等

公募

地域コミュニティ
促進のため、地
域住民の参加を
図る。

地域住民の交流する場の拡大と、地
域コミュニティの向上が期待できる。

地
域
文
化
部

12

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援（若松）

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

事業の評価

町会自治会
地域団体（協
力団体など）
その他

若松地域セン
ター管理運営
委員会、町会
自治会、高齢
者クラブ、地域
団体等

その他（補
助金の交
付）

広報、ホームページ、チ
ラシ等による公募に対す
る申請

連携・支援の仕組み
作り
会議作業場所提供
委託料・助成金等

公募

地域住民の交
流・参加の促進
を目的とした活
動全般

地域住民の交流、コミュニティ活動の
活性化を推進する。申請団体が増加
した場合、限られた予算配分方法を
検討する必要がある。

地
域
文
化
部

13

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援（大久保）

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

事業の評価

町会自治会
地域団体（協
力団体など）

・いぶき町会
・地域センター
管理運営委員
会
・納涼の夕べ
実行委員会

その他（補
助金の交
付）

広報しんじゅく、特出ホー
ムページ、チラシ等による
公募

委託料・助成金等 公募
事業の企画・立
案・運営など

区が助成金を支給することにより、地
域住民へのＰＲがより広く行えるととも
に、事業規模を拡大することができ、
地域の活性化に繋がる。

地
域
文
化
部

14

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援（戸塚）

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

事業の評価
地域団体（協
力団体など）
NPO

事業協力
広報、ホームページ、チ
ラシ等による公募に対す
る申請

イベント会場確保等
委託料・助成金等

公募

地域コミュニティ
団体として地域
住民の交流参加
等の促進を図
る。

区が助成することによって、事業が充
実するとともに、地域住民に対するＰ
Ｒ効果も期待できる。

地
域
文
化
部

15

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援（落一）

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

事業の実施

町会自治会
地域団体（協力
団体など）
ボランティア（個
人・団体）
NPO

落合第一地区交
歓会
落合第一地区町
会連合会
落合第一地区協
議会

実行委員
会協議会
その他（補
助金の交
付）

助成金：公募
審査：地区協議会に依頼

広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等

公募
その他
（助成
事業審
査依
頼）

地域住民が広く
参加できる事業
を企画、実施し、
地域コミュニティ
の活性化を図
る。また、地区協
議会に事業審査
を依頼し、地域
状況の把握に役
立てる。

効果：地域住民のコミュニティの活性
化につながる

課題：地域全体へ還元できる事業を
実施する団体の発掘、育成

地
域
文
化
部
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№
事業の
種類※
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計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身
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協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

16

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援(落二）

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

事業の実施

町会自治会
地域団体（協
力団体など）

西落合町会、
上落合三丁目
町会、友禅藤
の会

その他（補
助金の交
付）

広報、ホームページ、チ
ラシ等による公募に対す
る申請

広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等

公募
事業の計画、実
施

地域住民の交流参加の促進とコミュ
ニティの活性化

地
域
文
化
部

17

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援（柏木）

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

事業の評価

町会自治会
地域団体（協力
団体など）

六町会合同盆踊
り大会実行委員
会、柏木地域セ
ンター管理運営
委員会、西新宿
七丁目町会青年
部、新宿コミュニ
ティスポーツクラ
ブ

その他（補
助金の交
付）

広報ＰＲ面での協力　委
託料・助成金等

広報ＰＲ面での協力
委託料・助成金等

その他
（補助
金交付
要綱）

事業の計画策
定、実施

地域住民の交流参加と連帯感の醸成

地
域
文
化
部

18

継続

その
他

経
常
地域協働事業への
支援（角筈）

コミュニティ団体等の活動を支援し、
地域住民の交流参加の促進と連帯
感の醸成を図る。

事業の実施
事業の評価

NPO
その他

全国専門人形
劇団協議会、
あけぼの会日
本語教室

その他（補
助金の交
付）

ホームページ・広報紙等
周知による公募

広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
機材貸出等
委託料・助成金等

公募
事業の企画及び
実施

地域住民の交流参加の促進と連帯感
の醸成

地
域
文
化
部

19

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（四谷）

四谷の安心安全を考える
事業・四谷地域活性化事
業・高齢者健康体操事
業・四谷地域美化事業・
四谷お宝さがし・四谷の
まち探検

地区協議会の地域課題への取り組
みを支援する。

事業の計画
策定
事業の実施

町会自治会
地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）

四谷地区協議
会

事業協力
情報提供
交換
その他（補
助金の交
付）

地区協議会まちづくり活
動支援補助金交付要綱
に基づく交付申請

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
委託料・助成金等
人員の応援

その他
（要綱
で規
定）

事業活動を企
画・立案し、実施

地域住民の地域活動の活性化と地域
課題解決の促進

地
域
文
化
部

20

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（箪笥）

たんす緑と花のま
ちづくりフェアの開
催

地域のコミュニティ団体等の活動を支
援し、地域住民の交流参加の促進と
連帯感の醸成を図る。

政策の方針
立案
事業の計画
策定
事業の実施

町会自治会
地域団体（協
力団体など）

箪笥地区協議
会

事業協力
その他（補
助金の交
付）

地区協議会まちづくり活
動支援補助金交付要綱
に基づく交付申請

行政情報提供
広報PRでの協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等
人員の応援

その他
（要綱
で規定
）

事業の計画・実
施

箪笥地区協議会の活動が活性化する
ことにより、同協議会を中心とした箪
笥地区の課題解決力向上が期待され
る。

地
域
文
化
部

Ⅰ－1

②

Ⅰ－2

①

18 ページ



第3部会
※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手
協働の形
態

協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割
分担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

21

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（榎） 地区協議会の地域課題への取り組

みを支援するため、その自主的な活
動が効果的に行えるように支援する。

事業の計画
策定
事業の実施

その他（榎地区
協議会）

共催
事業協力
情報提供
交換

地区協議会まちづくり活
動支援補助金交付要綱
に基づく交付申請

連携・支援の仕組み
作り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報PR面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
委託料・助成金等
人員の応援

その他
（区民
の区政
参画及
び課題
を解決
する団
体）

①町会・自治会等、既
存の地域団体の情報
を共有、ネットワークを
構築。②多様で開か
れた協議会として、地
区内の意見が集約さ
れる場とする。③地域
の日常的課題をテー
マとした課題別プロ
ジェクトを設け解決策
を検討。④地区協議
会活動を啓発するた
め、イベントやキャン
ペーンを展開。広報紙
による周知を行う。⑤

補助を行うことにより、地区協議会の
自由な発想と創意工夫を生かし、これ
まで以上に自主的かつ主体的な取り
組みができる。

地
域
文
化
部

22

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（若松）

防犯マップの作成、講習会
開催、環境保護意識の啓蒙
を図るＤＶＤの上映、風力発
電施設見学、活動ＰＲビデオ
の作成、まちづくり視察、ＰＲ
用イベント開催

地区協議会の地域課題への取り組
みを支援する。

政策の方針
立案
事業の計画
策定
事業の実施
事業の評価

地域団体（協
力団体など）

若松地区協議
会

その他（補
助金の交
付）

地区協議会まちづくり活
動支援補助金交付要綱
に基づく交付申請

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等
その他（庶務事務)

その他
事業の立案、計
画、実施

財政的支援をすることにより、自主的
な活動がより効果的に行える。

地
域
文
化
部

23

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（大久保）

地区協議会の活動の充実と支援を図
ることを目的とする。

事業の評価

地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）

大久保地区協
議会(課題別プ
ロジェクトを含
む）

その他（補
助金の交
付）

平成17年10月、地域団
体からの選出委員や公募
委員を構成委員とし、地
区協議会を立ち上げた。

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等
人員の応援

公募
その他
（団体
からの
選出）

事業活動の企
画・立案を行うと
ともに、自らが立
てた計画に基づ
いて様々な活動
を行う。

区が補助金を交付することにより、地
区協議会の活動が活性化し、事業規
模を拡大することができ、自分たちの
団体であるという自覚が芽生えた。ま
た、出張所が事務局を担うことで、関
係行政機関や各種地域団体と橋渡し
を行うことができた。

地
域
文
化
部

24

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（戸塚）

みんなでつくる戸塚まつり
2008、まちづくり分科会事業、
早稲田口壁面の維持管理、自
転車マナー啓発ポスターの作
成、社会福祉の地域拠点構築
に向けての検討、地域ねこ対
策事業

地区協議会が行う課題解決に向けた
活動を助成する。

事業の計画
策定
事業の実施

その他（地区協
議会）

戸塚地区協議
会

実行委員
会協議会

地区協議会まちづくり活
動支援補助金交付要綱
に基づく交付申請

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報PR面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
委託料・助成金等
人員の応援

その他
（区民
の区政
参画及
び課題
を解決
する団
体）

地域の身近な課
題解決に向けた
取り組みについ
て検討し、具体
的事業を計画
し、運営を行う。

補助を行うことにより、地区協議会の
自由な発想と創意工夫を生かし、これ
まで以上に自主的かつ主体的な取り
組みができる。

地
域
文
化
部

25

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（落一） 地区協議会で行う地域課題解決のた

めの事業費を助成する

政策の方針
立案
事業の計画
策定
事業の実施
事業の評価

町会自治会
地域団体（協力
団体など）
ボランティア（個
人・団体）
NPO
その他（協働のた
めに作られた団
体）

落合第一地区協
議会

実行委員
会協議会

地区協議会まちづくり活
動支援補助金交付要綱
に基づく交付申請

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等
人員の応援
その他（事務局)

その他
（地区
協議会
への事
業助成
を目的
とした
制度）

地域での課題解決
を様々な委員の意
見により自らの手で
行うことで、地域
ニーズに密着した
事業を展開する。
地域の区政参画と
協働推進による住
民自治の基礎とな
る活動を展開する。

効果：地域での課題解決について、
お金がかかることについても企画立案
から実施まで行える

課題：事業補助の形態のため、年度
途中の変更や、突発的な事業に対応
できない

地
域
文
化
部

Ⅰ－2

①
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第3部会
※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手
協働の形
態

協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割
分担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

26

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（落二）

地区協議会の活動支援
事業の計画
策定
事業の実施

町会自治会
地域団体（協
力団体など）
その他

落合第二地区
協議会

事業協力
委託

地区協議会まちづくり活
動支援補助金交付要綱
に基づく交付申請

連携・支援の仕組み作
り
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等

その他
事業の計画、実
施

地域住民が広く地域課題の共有を図
り、課題解決に向けた取り組みにつな
げること、活動の理解と裾野を広げる
こと。

地
域
文
化
部

27

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（柏木）

地区協議会への課題取り組みを支援
するため、地区協議会まちづくり活動
支援補助金を、地区協議会の活動
状況に合わせて交付する。

事業の実施
事業の評価

地域団体（協
力団体など）

柏木地区協議
会

その他（補
助金の交
付）

地区協議会まちづくり活
動支援補助金交付要綱
に基づく申請

事業企画への参加
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
委託料・助成金等

その他
（補助
金交付
要綱）

事業の計画策
定、実施

地域課題解決をとおして地域自治力
の向上

地
域
文
化
部

28

実施

継続
4③

まちづくり活動支援
補助金（角筈）

地区協議会の事業に助成することに
より、多数の区民参加による地域課
題への取組みや、区民の区政参画
の促進に繋がる。これにより、区政の
方針である「協働と参画」を推進す
る。

事業の計画
策定
事業の評価

その他（地区協
議会）

新宿駅周辺地
区協議会

共催
実行委員
会協議会
事業協力
情報提供
交換

新宿駅周辺地区協議会
の設立

連携・支援の仕組み作
り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等
人員の応援

その他
事業の企画及び
実施

地域課題の解決に向けた活動を通し
た「地域力」の向上

地
域
文
化
部

29

実施

継続
5①
地域活動を支える
担い手の発掘と人
材の育成

町会・自治会やＮＰＯ等の地域活動
団体を支える人材育成を目指す。

事業の計画
策定
事業の実施
事業の評価

社協
NPO
その他（生涯学
習財団・参加
者）

ＮＰＯ男女共同
参画おおた

共催
事業協力
委託

事業目的に合致し、且つ
実践的事業展開をしてい
たことから区よりアプロー
チ

事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等
人員の応援

提案・
持込
その他
（実績
（業者
指定））

ＮＰＯ：人材育成
事業運営
参加者・区関連
部署職員：きっか
けづくりとなる講
座の企画立案～
講座運営

ＮＰＯ：既存パッケージ事業に加え、
区・参加者とつくる新たな講座スタイ
ルの構築
参加者：地域活動で活かせるパッ
ケージ講座の完成

地
域
文
化
部

30 実施 5② 生涯現役塾
団塊世代等のシニアへの地域活動
のきっかけづくり

事業の実施

社協
町会自治会
地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）
NPO

新宿NPOネット
ワーク協議会
会員等

事業協力
講座受講者の地域活動
の受皿

その他（事業の実施)
その他
（協力
依頼）

講座受講者の地
域活動体験のイ
ンターンシップや
地域活動の受け
皿

講座受講者の地域活動への円滑な
参加が図られる。

福
祉
部

Ⅰ－2

①
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第3部会
※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手
協働の形
態

協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割
分担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

31 実施 6
地域センターの整
備（戸塚）

老朽化した特別出張所を建て替え、
行政事務センターの「特別出張所」と
地域コミュニティづくりの拠点となる
「地域センター」を整備するための体
制づくりを行う。

事業の計画
策定
事業の実施

町会自治会
地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）

実行委員
会協議会
事業協力

町会や育成会などの団体
に建設準備会の委員を
推薦してもらうとともに、公
募で準備会委員を募集し
た。

連携・支援の仕組み
作り
情報収集
行政情報提供
会議作業場所提供

公募
その他

１　地域センター
の施設内容等に
ついての意見・
要望の提案
２　地域センター
の管理運営組織
を決定し、指定
管理者としてセ
ンターの管理運
営を行う。

１　地域住民の意見や要望を取り入
れた施設を作ることができる。
２　地域コミュニティの核である地域セ
ンターを、住民による地域センター管
理運営組織（地区協議会）が管理運
営することにより、地域コミュニティの
活性化を図ることができる。

地
域
文
化
部

32 継続
経
常
四谷ひろばの維持
管理

閉校となった学校跡地を地域住民・
団体等との協働により地域のひろば
として活用する。

事業の実施

地域団体（協
力団体など）
NPO

四谷ひろば運
営協議会、市
民の芸術活動
推進委員会、
日本グッドトイ
委員会

事業協力
情報提供
交換
その他（財
産貸付）

区実施計画及び地区協
議会からの提案

連携・支援の仕組み作
り
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
その他（財産貸付)

提案・
持込

区との協定に基
づき、ひろば事
業を行う。

「地域住民による地域貢献の場」とし
て活用されるなど、地域がともに支え
合い助け合う、都市型コミュニティの
創出や新たな交流と活力が生まれる
ことが期待できる。

地
域
文
化
部

33
その
他

Ⅵ－1

①

経
常
博物館友の会の推
進

博物館友の会を充実させ、会員との
協働事業を展開し「親しまれる博物
館」、参画・協働型博物館づくりを推
進する。

事業の計画
策定
事業の実施

ボランティア
（個人・団体）

新宿歴史博物
館博物館ガイド
ボランティア

事業協力
博物館ボランティア養成
講座

連携・支援の仕組み
作り
会議作業場所提供

公募

林芙美子記念館
ガイド、歴史博物
館展示ガイド、史
跡めぐり事業等
のガイドとして活
動。

ボランティアとの協働企画写真展を平
成２１年１月に開催するため、実行委
員会を立ち上げ準備を行っている。
新たに常設展示ガイドを行うため、５
月に研修会を実施し、９月よりガイドを
開始する。

地
域
文
化
部

34 実施 77 地域のお宝発掘
区民が身近な地域のお宝を発掘する
ことで、地域文化の振興を図る。

事業の実施
その他（一般区
民等）

事業協力
区の行う地域のお宝募集
に対しての区民の公募

連携・支援の仕組み
作り
事業企画への参加
情報収集
広報ＰＲ面での協力
イベント会場確保等

公募
区の行う地域の
お宝募集に対し
ての区民の公募

相手方が特定できないため、協働の
趣旨等を共有しづらい。

地
域
文
化
部

35 実施 78
文化体験プログラ
ム事業の展開

本物の文化芸術を気軽に体験できる
機会を提供することにより、文化芸術
活動の参加を促すことで、地域文化
の振興を図る。

事業の計画
策定
事業の実施

地域団体（協
力団体など）

事業協力
区と地域文化団体との間
の協定等

連携・支援の仕組み
作り
事業企画への参加
情報収集
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
委託料・助成金等
人員の応援

その他
（協定
等）

プログラム企画、
講師の選定、会
場の確保

協働の相手方は文化芸術を実践して
おり、その専門的なスキル、ノウハウ、
ネットワーク等は、本物の文化芸術を
気軽に体験できる機会を提供すると
いう本事業の実施に当り、欠かすこと
のできないものである。

地
域
文
化
部

Ⅰ－2

①

Ⅵ－1

②
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第3部会
※実施・・・実施計画事業、プラス・・・プラス・ワン事業、継続・・・19年度継続事業、その他・・・新規・見直しによる協働事業　 ＊計画事業番号順。

№
事業の
種類※

個別目標
基本施策

計画
事業
番号

事業名 事業目的
事業の内容
協働の中身

協働の相手
協働の形
態

協働のきっかけ 区の役割
相手方
の選定
理由

相手方の役割
分担

協働・連携の効果・課題 部

平成20年度 協働事業進捗状況一覧（第一次実行計画の計画事業との対応表）

36 継続
Ⅵ－2

①

経
常
パソコン教室の運
営

勤労者のスキルアップ及び区内中小
企業のＩＴ化促進により区内中小企業
の活性化を図る

事業の実施
その他（㈱テイ
クフォー）

事業協力 協定の締結

連携・支援の仕組み
作り
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供

プロ
ポーザ
ル

パソコン教室の
講座の実施等

区が関わる信用力と民間事業者によ
る専門的運営による連携効果

地
域
文
化
部

37

実施

継続

83
①

歌舞伎町対策の推
進（歌舞伎町ルネッ
サンスの推進）

歌舞伎町を誰もが安心して楽しめる
まちへと再生する。

政策の方針
立案
事業の計画
策定
事業の実施

町会自治会
地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）
NPO
その他（歌舞伎
町ルネッサンス
推進協議会）

実行委員
会協議会
事業協力
情報提供
交換

地元商店街・町会・事業
者が安全・安心のまちづ
くりへの取組みに立ち上
がったこと。

連携・支援の仕組み
作り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等

その他

歌舞伎町の環境浄
化・美化、地域活性
化、まちづくりに関
して、有識者・地元
団体・事業者・関係
行政機関がそれぞ
れの立場で役割を
分担し、歌舞伎町
再生に向け対策を
推進する。

地元団体・事業者、関係行政機関が
連携し、それぞれの役割の下、歌舞
伎町対策を推進することで、効果的・
効率的に安心して楽しめる繁華街づ
くりができる。

区
長
室

38 実施
83
⑥
歌舞伎町クリーン
作戦

歌舞伎町ＴＭＯのなかの安全・安心
部会の一員であり、また、歌舞伎町の
一事業者として道路美化清掃活動を
実施する。

政策の方針
立案
事業の計画
策定
事業の実施
事業の評価

町会自治会
地域団体（協
力団体など）
ボランティア
（個人・団体）
NPO
その他

歌舞伎町振興
組合他

実行委員
会協議会

「空き缶吸殻等の散乱防
止に関する条例」の美化
推進重点地区に指定され
たことにより、平成１６年５
月に「歌舞伎町クリーン作
戦推進協議会」が発足し
たため。

連携・支援の仕組み
作り
事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
機材貸出等
委託料・助成金等

その他
道路美化清掃活
動

美化清掃活動を行うことにより、まちが
きれいになり、来街者にとって安全で
安心な歌舞伎町を築くことができる。

環
境
清
掃
部

39

実施

継続

Ⅵ－3

③
85
平和啓発事業の推
進(平和派遣者との
協働事業）

平和啓発の推進
事業の計画
策定
事業の実施

地域団体（協
力団体など・新
宿区平和派遣
の会）

共催

平成２年に平和派遣者で
会を発足し、区と協働で
報告会を開催するように
なった。

情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
人員の応援

その他

事業の企画、地
域でのＰＲ、会場
準備、当日の進
行、講師との調
整等

準備段階での支援を区が行い、当日
は会が主体となって実施している。双
方の役割分担は明確化され、スムー
ズに運営されている。

総
務
部

40 継続

区政運
営編
Ⅰ－2
②

経
常
協働型ビデオの制
作

学生の視点に立った新宿区のＰＲビ
デオを製作する

事業の実施
ボランティア
（個人・団体）

委託
学生の若い感性を生かし
た協働広報の実現

事業企画への参加
情報収集
行政情報提供
広報ＰＲ面での協力
会議作業場所提供
イベント会場確保等
機材貸出等
委託料・助成金等

公募
ビデオ制作全般
（企画・取材・撮
影・編集）を実施

制作活動を通じて、学生達の新宿へ
の理解が深まり、愛着を持つことがで
きる。

区
長
室

Ⅵ－3

①
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